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命を守る
　いつ、どこで災害が発生するかわかりません。また、災害時には救急隊の到着に時間がか
かります。あなたの大切な人を守るために、応急手当の方法を覚えておきましょう。

日頃からの備え
　災害の規模によっては、支援が届くまでに時間がかかります。少なくとも３日間を自力で
乗り切るための準備をしておきましょう。準備の際は、避難時にすぐ持ち出す非常持出品
と、被災後の生活に必要となる備蓄品をそれぞれ準備しましょう。

出血のときの止血

骨 折

傷の手当ては、❶出血を止める
（止血）、❷細菌の侵入を防ぐ、
という２つのことを意識しながら
行う。

[骨折の見方]
•はげしい痛み
•はれたり変形している
•冷や汗がでたり、寒気がする
•傷口から骨の端がでている

[足の骨折]
①骨折しているところの両側か
ら、雑誌などをあてる。
②関節が動かないよう、下の❶
～❹の順番に固定する

❶出血しているところを完全におお
える大きさの清潔なガーゼや布で
やや強く押さえ、止血する。
❷患部を清潔に保ち、包帯などを巻
く。
❸じかに血液にふれないように、ビ
ニール・ゴム手袋を利用する（ス
ーパーの袋などでもよい）。

❶出血している場合は、その手当を
する。
❷雑誌などをあて、痛くない位置で
固定する。雑誌などは骨折部分の
上下の関節より長くする。
❸骨がつきでているときは、その上
に清潔なガーゼか布をあて、シー
ツなどでくるむ。

[腕の骨折]
❶骨折しているところに雑誌など
をあて、その上下を固定する。

❷大きめのタオルでつったあと、
さらに胸部に固定する。

通常の呼吸がない場合、胸骨圧
迫と人工呼吸を行う。 
①胸のまんなかに手を重ね、垂
直に体重をかけ、胸骨を少なくと
も5ｃｍ下方に圧縮されるように
１分間100回以上の速さで圧迫
する。（肘はまげない） 

②30回圧迫後、人工呼吸を
２回行う。この操作を一定
間隔でくり返す。
※人口呼吸が出来ない場合
や口からの出血などで躊躇
する場合は、胸骨圧迫を続
ける。 

胸骨圧迫

非常持出品は、すぐに持ち出せるようにしておくことが重要です。 
また、避難時に両手をふさぐことのないよう、リュックに入れて
準備をしておきましょう。
救急・衛生用品

救急セット、薬品（常備薬、
持病薬）、ティッシュペー
パ ー、ウェットティッシュ、
生理用品、マスク、携帯ト
イレなど。

衣類等
着替え、タオル、ヘルメッ
ト、軍手、アルミ製保温シ
ートなど。

非常食品
缶詰、缶入りパン、ビスケ
ット、チョコレート、ミネ
ラルウォーターなど。（火
を通さなくても食べられ
るもの）

貴重品
印鑑、預金通帳、マイナン
バーカード、保険証、免許
証（コピー）、現金（公衆
電話をかける 10 円硬貨
も）など。

道具
万能ナイフ、割り箸、使い
捨て食器、ラップ、ロープ、
ビニール袋、レジャーシー
ト、メモとペンなど。

情報入手用品
携帯電話（充電器を含
む）、モバイルバッテリ ー、
携帯ラジオ、予備電池。

照明器具
懐中電灯、ヘッドランプ
（できれば一人に１個）、
予備電池、ろうそく、ライ
ターなど。

その他
使い捨てカイロ、住所録・
電話帳（緊急連絡先）、メ
ガネ、コンタクトレンズ
（予備用）、ホイッスルな
ど。

ポイント

①家族みんなで、避難する際に必要なものを考えましょう。
②最低でも１年に１回は非常持出品の点検をしましょう。賞味期限や薬品の使用期限などを確
認しましょう。衣替えのタイミングで点検し、衣類等を入れ替えることもオススメです。 
③災害時の情報入手手段として、携帯電話は重要です。停電時でも充電できるよう、モバイルバ
ッテリーや電池式充電器を準備しましょう。
④食物アレルギーのある方は、アレルギー対応のミルクや食事（離乳食など）、常備薬（エピペ
ン、塗薬など）を準備しておきましょう。
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　東日本大震災や阪神淡路大震災の避難生活で問題となったのがトイレです。大地震の発生
や停電等に伴う断水によりトイレが使えなくなる場合があります。いざという時のために、
家庭及び避難所で使用できる簡易トイレ（携帯トイレ）の準備をしましょう。

家のトイレや避難所のトイレが使用できなくなる可能性があります。食料はなくても我慢が
できますが、排せつは我慢ができません。
＜トイレが使えなくなる原因＞
　①断水により、水を流すことができない。
　②下水管の破損や下水処理施設の被害により、下水が流せない。
　③停電によりトイレ設備が使用できない。
　　※停電が長引くと、断水なることもあります。
　
＜過去の災害時のトイレの状況＞
　■水が流せない避難所のトイレや公衆トイレは便の山になる。
　■人目につかない場所で用を足す人もおり、悪臭が漂う。
　■避難所ではトイレを我慢するため、水分や食料の摂取を控える人も
　　出てきて、健康面での問題も発生。
　■避難所に仮設トイレが設置されても、汚物の回収が間に合わず、
　　使用できなくなる場合もあった。

食料品
米、アルファ米、レトルトパ 
ック食品、カップ麺、梅干し、
調味料、菓子類など。 
乳幼児のいる場合は、ミルク
（食物アレルギーがある場合
は対応品）も準備。

水
飲料水は、一人１日３ℓが目安。 
日頃からこまめに取替えが大切。 
生活用水（洗濯、トイレなど）は、浴槽に貯
水しておく。タンクなどに貯めておくことも
有効。給水袋も準備しておく。

燃料
卓上コンロ（予備のガスボン
ベ）、固形燃料。

生活用品
簡易トイレ、ビニール袋、ティッシュペーパ
ー、トイレットペーパー、生理用品など。

ポイント
　災害は規模が大きくなるほど、安定した支援物資の供給を受けられるようになるまで時間が
かかります。停電や断水、ガスの供給停止を想定し、家族で何が必要か考えましょう。
　また、非常持出品と同様に、食物アレルギーのある方は、対応品を準備しておきましょう。  

　北海道胆振東部地震や令和元年房総半島台風では、大規模停電が発生しました。電気が停
止すると様々な機器が使用不能となります。停電時の対応について確認しておきましょう。

いぶり

いぶり
＜大規模停電が発生する原因＞
・地震による発電設備及び送電設備の被害　（北海道胆振東部地震）
・台風等の暴風による送電設備の被害　（令和元年房総半島台風）
※被害規模が大きくなるほど停電が長期化します。

＜影響範囲＞
・エアコンが使用できなくなる。・冷蔵庫、冷凍庫の食品が腐る。・夜の照明がない。
・テレビで情報が得られない。　・携帯電話も使えなくなる。　　・調理機器が使用できない。
・お風呂が沸かせない。　　　　・水が出なくなる。　　等々

＜停電に備える＞
■太陽光発電の自立運転モードへの切り替え方法の確認
　太陽光発電設備を所有している場合は、太陽光発電を停電時
に使用することができます。使用する際は、自立運転モードへ
の切り替えが必要な場合がありますので、あらかじめ切り替え
手順を確認し、太陽光発電から給電できるコンセントの確認
をしておきましょう。

■照明器具の備蓄
　懐中電灯やろうそくなどを準備しましょう。
■発電機・蓄電池の活用
　発電機や蓄電池も停電時に活躍します。これらの機器を
お持ちの場合は、燃料の確保や起動手順を確認しておき
ましょう。

このような状態にならないために、あらかじめ準備しましょう。
＜備蓄するトイレ＞ 
家庭では簡易トイレ（携帯トイレ）を備蓄しましょう。家でも避難所でも使用できます。

簡易トイレ（携帯トイレ）
洋式トイレやポータブルトイレに袋をかぶせて使用します。
凝固剤等が付属しており、便や尿の水分を凝固することが
できます。袋で密封し、廃棄することができます。 
ご家庭のトイレでも使用でき、備蓄に最適です。

＜避難所で使用するトイレ＞ 
避難所では次のトイレを使用する場合があります。

マンホールトイレ

仮設トイレ

災害時に下水道管路にあるマンホールの上に簡易なトイレ設
備を設け、使用します。避難所等に設置され、水道及び下水
道の復旧又は仮設トイレが設置されるまで使用されます。 

イベント会場や工事現場、災害避難所など、元々トイレが無
い場所、もしくは既存トイレが使用不能となった場合、又は
不足する場所に、一時的に設置される簡易式のトイレです。 
発災２～３日後から避難所等に設置され始めます。 
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　市では、防災用屋外スピーカーの放送内容と同様の内容を建物の中で聞くことができる、
防災ラジオ（戸別受信機）の無償貸与、有償譲渡を行っています。

　市では、災害情報などを広く周知するため、市内２９９か所に防災用屋外スピーカーを設
置しています。緊急地震速報や避難情報、市からのお知らせ等を放送します。 

　市では、市内における地震や気象警報、避難情報などを日光市防災メールで配信していま
す。災害に備え、また災害時に最新の情報を入手するため、登録しましょう。

＜放送内容＞
・緊急情報（緊急地震速報、特別警報、避難情報、ミサイル情報 等）
・市からのお知らせ（行政情報、イベント情報 等）
・テスト放送（年４回のJアラートテスト放送、点検放送 等）
・定時放送
　※放送が鳴らなくなった場合は、ご連絡ください。
　　日光市総務課：０２８８－２１－５１６６
＜放送内容案内サービス＞
 放送内容の確認や聞き取れなかった場合には、電話自動応答に
よる放送内容案内サービスをご活用ください。

＜配信する内容＞
■気象情報
　地震情報　【震度３、震度４以上】
　気象警報　【大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪】
　気象特別警報　【大雨、暴風、暴風雪、大雪】
　土砂災害警戒情報
　火山情報　【入山規制、避難準備、避難情報など】
　その他気象情報　【竜巻注意情報、指定河川洪水情報、記録的短時間大雨情報　等】
■災害関連情報
　避難情報【避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急） 等】
■警報等発令時災害関連情報（※）
　通行止め・交通情報、停電・断水情報（２時間を超える場合）
■その他
　犯罪情報、不審者情報、クマ出没情報
　※警報等発令時災害関連情報は、警報発令時や災害発令時に配信します。通常時は配信されませんので
　ご注意ください。
＜登録のしかた＞
■パソコンの場合
　下記登録サイトにアクセスし、手順に従い登録します。
　http://service.sugumail.com/nikko-bousai/member
■携帯電話の場合
　右の登録用ＱＲコードを読み取るか、touroku-nikko-bousai@sg-m.jpに空メール
を送信し、折り返し届くメールに記載されたＵＲＬから登録します。

登録しなきゃ！

電話番号：０１８０－９９２－１８８（有料）
※固定電話（市内）からは３分9.35円（税込）、携帯電話からは14秒11円です。
※一部のIP電話、一部の直通電話、一部のケーブルテレビ電話、プリペイド式携帯電話、列車の公衆電話、
　海外からの国際電話からはご利用できません。
また、市のホームページにも放送内容を掲載します。※掲載まで時間を要する場合があります。
http://www.city.nikko.lg.jp/soumu/okugaisupi-ka-.html

＜防災ラジオ＞ 
標準タイプ（音声のみ） 文字表示盤付（聴覚障がい者用） 

放送内容が
文字で表示※

停電時
ライト点灯

＜放送内容＞
・緊急情報（緊急地震速報、特別警報、避難情報、ミサイル情報　等）
・市からのお知らせ（行政情報、イベント情報　等）
・テスト放送（年４回のJアラートテスト放送、点検放送　等）
・定時放送
　※放送が流れなくなった場合は、下記までご連絡ください。
　　日光市総務課：０２８８－２１－５１６６
　＜無償貸与＞　※無償貸与の要件は変更となる場合があります
●土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に含まれる世帯及び事業所
●次の要件に該当する世帯で、いずれも携帯電話で防災メールを受け取ることができない
　世帯。（「メールの操作ができない」等の理由は対象となりません。）
①身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方の属する世帯
②指定難病等の患者の属する世帯
③要介護認定を受けている方の属する世帯
④生活保護受給世帯
⑤65歳以上の高齢者のみからなる世帯
⑥防災用屋外スピーカーの難聴地区に居住する世帯
※特例として、防災メールを受け取ることができる世帯員が、就労を理由に外出することにより、情報を入手
できなくなる高齢者の方、障がいのある方などの世帯も対象とします。

＜有償譲渡＞
　有償譲渡の対象者は、市内に住所を有する方で無償貸与の対象とならない世帯、又は市内
に事業所等を有する事業者です。

※ラジオ放送は文字表示されません。

有償譲渡をご希望の場合は、下記までご連絡ください。
　　日光市総務課：０２８８－２１－５１６６

標準タイプ １３，０００円 文字表示盤付 ２３，０００円
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　市では、防災用屋外スピーカーの放送内容と同様の内容を建物の中で聞くことができる、
防災ラジオ（戸別受信機）の無償貸与、有償譲渡を行っています。

　市では、災害情報などを広く周知するため、市内２９９か所に防災用屋外スピーカーを設
置しています。緊急地震速報や避難情報、市からのお知らせ等を放送します。 

　市では、市内における地震や気象警報、避難情報などを日光市防災メールで配信していま
す。災害に備え、また災害時に最新の情報を入手するため、登録しましょう。

＜放送内容＞
・緊急情報（緊急地震速報、特別警報、避難情報、ミサイル情報 等）
・市からのお知らせ（行政情報、イベント情報 等）
・テスト放送（年４回のJアラートテスト放送、点検放送 等）
・定時放送
　※放送が鳴らなくなった場合は、ご連絡ください。
　　日光市総務課：０２８８－２１－５１６６
＜放送内容案内サービス＞
 放送内容の確認や聞き取れなかった場合には、電話自動応答に
よる放送内容案内サービスをご活用ください。

＜配信する内容＞
■気象情報
　地震情報　【震度３、震度４以上】
　気象警報　【大雨、洪水、暴風、暴風雪、大雪】
　気象特別警報　【大雨、暴風、暴風雪、大雪】
　土砂災害警戒情報
　火山情報　【入山規制、避難準備、避難情報など】
　その他気象情報　【竜巻注意情報、指定河川洪水情報、記録的短時間大雨情報　等】
■災害関連情報
　避難情報【避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示（緊急） 等】
■警報等発令時災害関連情報（※）
　通行止め・交通情報、停電・断水情報（２時間を超える場合）
■その他
　犯罪情報、不審者情報、クマ出没情報
　※警報等発令時災害関連情報は、警報発令時や災害発令時に配信します。通常時は配信されませんので
　ご注意ください。
＜登録のしかた＞
■パソコンの場合
　下記登録サイトにアクセスし、手順に従い登録します。
　http://service.sugumail.com/nikko-bousai/member
■携帯電話の場合
　右の登録用ＱＲコードを読み取るか、touroku-nikko-bousai@sg-m.jpに空メール
を送信し、折り返し届くメールに記載されたＵＲＬから登録します。

登録しなきゃ！

電話番号：０１８０－９９２－１８８（有料）
※固定電話（市内）からは３分9.35円（税込）、携帯電話からは14秒11円です。
※一部のIP電話、一部の直通電話、一部のケーブルテレビ電話、プリペイド式携帯電話、列車の公衆電話、
　海外からの国際電話からはご利用できません。
また、市のホームページにも放送内容を掲載します。※掲載まで時間を要する場合があります。
http://www.city.nikko.lg.jp/soumu/okugaisupi-ka-.html
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・定時放送
　※放送が流れなくなった場合は、下記までご連絡ください。
　　日光市総務課：０２８８－２１－５１６６
　＜無償貸与＞　※無償貸与の要件は変更となる場合があります
●土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に含まれる世帯及び事業所
●次の要件に該当する世帯で、いずれも携帯電話で防災メールを受け取ることができない
　世帯。（「メールの操作ができない」等の理由は対象となりません。）
①身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方の属する世帯
②指定難病等の患者の属する世帯
③要介護認定を受けている方の属する世帯
④生活保護受給世帯
⑤65歳以上の高齢者のみからなる世帯
⑥防災用屋外スピーカーの難聴地区に居住する世帯
※特例として、防災メールを受け取ることができる世帯員が、就労を理由に外出することにより、情報を入手
できなくなる高齢者の方、障がいのある方などの世帯も対象とします。

＜有償譲渡＞
　有償譲渡の対象者は、市内に住所を有する方で無償貸与の対象とならない世帯、又は市内
に事業所等を有する事業者です。

※ラジオ放送は文字表示されません。

有償譲渡をご希望の場合は、下記までご連絡ください。
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